		令和２年度 知的財産総合支援事業
令和２年●●月●●日

一般社団法人沖縄県発明協会　　御中
　　沖縄県立●●高等学校
　　校長　　●●　●●　　　　 印

知財人材育成支援申請書　記入サンプル（学校用）

下記のとおり、知財人材育成に係る支援を依頼します。
　
１．申請機関
	学校名・機関名
	●●高等学校

	所属・ご担当者名
	●●科　●●●●　　　　　　　　　　　　　　　　

	〒・住所
	〒902-・・・・　沖縄県那覇市・・・・・・・・

	連絡先
	TEL:098-　　　　　　　　FAX:098-

	メール
	@open.ed.jp



２．実施目的
・本校●●科における授業「●●●」等において、知的財産に関する理解を進めている。
・また同科は、理解を踏まえた実践的な取組みとしてパテントコンテスト（●年生）に参加している。
・コンテスト参加にあたり、知財専門家の講演を授業時に実施し、参加作品への指導を得たい。

３．内容
	日時
	内容
	対象クラス
対象人数（人）
	講師希望
	区分

	●月●日（●）
もしくは
●月●旬
	「意匠制度・意匠とは」
「過去のコンテスト入賞の紹介」
	工業●●科●年
●名
	●●●弁理士
	■授業　□課外活動　□その他

	●月●日（●）
	「パテントコンテスト入賞に向けて」
	工業●●科●年
●名
	●●●弁理士
	■授業　□課外活動　□その他

	●月●日（●）
	ものづくり企業の視察
	工業●●科●年
●名
	株式会社●●
	□授業　□課外活動　■その他



４．成果の測定
沖縄県発明協会が準備するアンケートに回答、提出

５．備考
・本校では、本年度INPITの「知的財産に関する創造力・実践力・活用力開発事業」の指定を受けております。INPITより、生徒が作成する試作品作成経費や教員・生徒の移動のための旅費について、支援を受けており、今回の青少年知財教育支援では、知財専門家の派遣をお願いしたい。
令和２年●●月●●日

一般社団法人沖縄県発明協会　　御中
株式会社●●
代表取締役　●●　●●　　 印

知財人材育成支援申請書　記入サンプル（企業・機関用）

下記のとおり、知財人材育成に係る支援を依頼します。

１．申請機関
	企業名・機関名
	●●　●●

	所属・ご担当者名
	●●　●●●●　　　　　　　　　　　　　　　　

	〒・住所
	〒902-・・・・　沖縄県那覇市・・・・・・・・

	連絡先
	TEL:098-　　　　　　　　FAX:098-

	メール
	@open.ed.jp



２．実施目的
・当社は、●●の技術を用いた●●の開発を進めており、特許での権利化を目指している。
[bookmark: _GoBack]・社内において、知的財産に関する専門部署がなく、情報に明るい者がいない現状がある。
・専門家と相談し、知的財産に関する知識を身につけると共に、特許出願に関しての手続きや書類作成の指導を受けたい。

３．内容
	日時
	内容
	対象クラス
対象人数（人）
	講師希望
	区分

	●月●日（●）
もしくは
●月●旬
	「特許制度を中心とした知的財産の概要」
	●●部署
●●課
	●●●弁理士
	■講義　□実習　
□その他

	●月●日（●）
	「特許情報検索フォームの使用方法について」
	●●部署
●●課
	●●●弁理士
	□講義　■実習　
□その他

	●月●日（●）
	「特許出願の手続きについて」
「書類作成指導」
	●●部署
●●課
	●●●弁理士
	■講義　□実習　
□その他



４．成果の測定
沖縄県発明協会が準備するアンケートに回答、提出
実際の知的財産の出願

５．備考
・別途商標についても出願を検討しており、できればこちらも併せてご相談させて頂きたいです。

